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令和６年度各会計歳入歳出決算額

しぶや区議会だよりは点字及びカセットテープでも発行しています。詳しくは区議会事務局調査係までお問い合わせください。

令和６年度  各会計歳入歳出決算を認定
渋谷区地区計画等の区域内における建築物の制限に関する条例の
一部を改正する条例、令和７年度一般会計補正予算等を可決

次回定例会のお知らせ

区分 歳入決算額 歳出決算額 歳入歳出差引残額

一 般 会 計 1,416億　831万1,695円 1,263億6,417万3,801円 152億4,413万7,894円

国 民 健 康 保 険
事 業 会 計 249億　950万4,400円 243億  950万 4,400円 6億円

介 護 保 険
事 業 会 計 169億5,126万3,033円 161億9,587万7,409円 7億5,538万5,624円

後期高齢者医療
事 業 会 計 66億7,611万9,133円 65億8,523万9,565円 9,087万9,568円

●令和７年第４回定例会は、11月26日から開かれる予定です
本会議は、通常、初日と２日目、３日目に一般質問、最終日に議案の議決等が行

われます。

令和７年第３回定例会は、９月17日
から10月16日までの30日間開かれま
した。

本会議では初日に３人の議員が、２
日目に３人の議員がそれぞれ代表とし
て一般質問を行い、３日目には８人の
議員が個人として一般質問を行いまし
た。

９月17日、初日の本会議では、副区
長の選任に同意しました。

９月19日、３日目の本会議では、令
和７年度一般会計補正予算１件を可決
しました。

９月30日の中間本会議では、職員
の育児休業等に関する条例の一部を改
正する条例など条例４件及び令和７年
度一般会計補正予算１件を可決しまし
た。

10月16日、最終日の本会議では、
渋谷区地区計画等の区域内における建
築物の制限に関する条例の一部を改正
する条例１件、契約５件、財産の処分
１件を可決し、令和６年度各会計歳入
歳出決算４件を認定、報告９件を聴取
しました。また、請願４件を不採択と
し、意見書２件を決定しました。

近年、リチウムイオン電池を使用した製品が増加す
る中、リチウムイオン電池が不燃ごみなどに誤って混
入することにより、廃棄物処理施設や収集運搬車両で
火災事故を引き起こす事例が相次いで発生するなど深
刻な問題となっている。本区においても、令和７年８
月にハンディファンに内蔵された小型充電式電池が発
火し、清掃車両で火災事故が発生した。火災事故が発
生すると、廃棄物処理施設や収集運搬車両への被害に
より多額の修繕費用が発生するほか、現場職員の安全
を脅かすとともに、廃棄物処理が滞ることで、地域住
民の生活環境に重大な影響を及ぼすこととなる。 

リチウムイオン電池を使用した製品は、資源の有効
な利用の促進に関する法律により製造事業者や輸入販
売事業者による自主回収や再資源化の取組が行われて
いるものの、リチウムイオン電池がどのような製品
に使用されているかが消費者に十分理解されていない
ことや、電池を容易に取り外せない製品もあることか
ら、分別収集が徹底されず、火災事故につながってい
るものと考えられる。 

また、自治体による分別回収の取組においては、回
収方法や保管・処理委託に要する費用のほか、他の廃
棄物に混ざって廃棄された場合の廃棄物処理施設での
対応などに課題がある。事業者による自主回収の取組
においても、メーカー不明品などについては回収され
ていないことや自主回収の対象外の製品もあるなど、
更なる回収の徹底や再資源化に向けて制度の改善が必
要である。

よって、国におかれては、リチウムイオン電池の適
正処理を推進するため、下記事項について特段の措置
を講じられるよう強く要望する。 

記
1	 消費者に対し、リチウムイオン電池使用製品の排

出・廃棄方法を明確に示した制度的措置を講じるこ
と

２	自治体に対し、分別収集、保管、処理委託など適正
処理に向けた財政的・技術的支援をすること 

３	事業者に対し、リチウムイオン電池を分別しやすい
製品づくり、自主回収の対象となる製品の拡大の検
討など、自主回収や再資源化を一層促進するための
制度的措置を講じること

以上、地方自治法第99条の規定により意見書を提出
する。

令和７年10月16日 
渋谷区議会議長名

内閣総理大臣
総務大臣　　　　  あて経済産業大臣
環境大臣

リチウムイオン電池の適正処理の
推進についての意見書



区
民
の
安
全
・
安
心
に
つ
い
て

問　
①
ス
フ
ィ
ア
基
準
に
基
づ
く

避
難
所
整
備
推
進
を
。
②
災
害
関

連
死
を
防
ぐ
取
組
は
。
③
協
定
自

治
体
と
平
時
か
ら
の
連
携
強
化
を
。

区
長　
①
協
定
避
難
所
等
を
追
加

指
定
。
ス
ペ
ー
ス
確
保
な
ど
取
組

を
進
め
て
い
る
。
②
三
師
会
と
連

携
し
体
制
強
化
を
図
る
。
③
多
分

野
で
の
連
携
・
交
流
を
展
開
し
、

顔
の
見
え
る
関
係
構
築
を
推
進
。

持
続
可
能
な
行
財
政
運
営
に
つ
い
て

問　
持
続
可
能
な
行
財
政
運
営
に

向
け
た
公
共
施
設
整
備
計
画
の
見

直
し
と
財
源
確
保
は
。

区
長　
予
防
保
全
の
取
組
に
よ
り

施
設
の
長
寿
命
化
を
図
る
と
と
も

に
施
設
機
能
の
複
合
化
と
建
築
費

圧
縮
を
検
討
。
基
金
を
積
立
て
、

強
固
な
財
政
基
盤
を
構
築
・
効
果

的
に
活
用
し
、
計
画
を
推
進
す
る
。

ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て

問　
①
渋
谷
駅
前
再
整
備
に
お
け

る
駅
前
東
西
地
上
広
場
の
整
備
計

画
は
。
②
ハ
チ
公
広
場
を
は
じ
め
、

今
後
整
備
さ
れ
る
駅
前
広
場
空
間

の
ル
ー
ル
策
定
を
。
③
自
転
車
通

行
環
境
の
整
備
を
。
④
自
転
車
通

学
生
の
安
全
確
保
を
。
⑤
水
道
道

路
沿
道
と
オ
リ
ン
パ
ス
跡
地
周
辺

地
域
の
ま
ち
づ
く
り
推
進
を
。
⑥

都
営
住
宅
の
活
用
を
。
⑦
猿
楽
橋

架
け
替
え
工
事
の
安
全
確
保
を
。

区
長　
①
大
山
街
道
整
備
事
業
と

連
携
し
て
整
備
。
②
広
場
利
用
ル

ー
ル
条
例
策
定
に
向
け
会
議
体
を

立
ち
上
げ
る
。
③
自
転
車
ナ
ビ
マ

ー
ク
・
ナ
ビ
ラ
イ
ン
の
整
備
を
進

め
る
。
④
課
題
箇
所
の
改
善
と
安

全
対
策
に
取
り
組
む
。
⑤
多
様
な

地
域
要
望
を
取
り
入
れ
、
よ
り
良

い
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
。
⑥
地

域
で
活
用
で
き
る
施
設
整
備
を
都

と
協
議
。
⑦
安
全
な
迂
回
ル
ー
ト

確
保
や
工
事
車
両
運
行
に
努
め
る
。

区
民
生
活
に
つ
い
て

問　
①
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の

「
２
０
２
５
年
問
題
」
対
策
は
。

②
宮
益
坂
の
取
組
を
モ
デ
ル
に
、

ね
ず
み
ゼ
ロ
の
衛
生
環
境
向
上
と

街
の
美
観
維
持
の
実
現
を
。

区
長　
①
出
張
サ
ポ
ー
ト
や
外
部

委
託
活
用
等
適
切
に
対
処
。
②
道

路
整
備
や
再
開
発
進
捗
に
合
わ
せ

渋
谷
駅
周
辺
の
繁
華
街
地
域
の
生

活
環
境
改
善
か
ら
取
組
を
進
め
る
。

産
業
振
興
に
つ
い
て

問　
①
ナ
イ
ト
タ
イ
ム
エ
コ
ノ
ミ

ー
観
光
の
推
進
と
観
光
都
市
と
し

て
抱
え
る
諸
課
題
の
解
決
を
。
②

第
２
期
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
・
エ
コ

シ
ス
テ
ム
拠
点
都
市
に
お
け
る
戦

略
展
開
は
。
③
グ
ロ
ー
バ
ル
に
活

躍
す
る
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
創
出
の

た
め
、
本
区
に
所
在
す
る
大
使
館

や
海
外
の
友
好
都
市
と
の
連
携
を
。

④
国
内
の
若
手
起
業
家
に
支
援
を
。

区
長　
①
観
光
エ
リ
ア
や
時
間
帯

の
分
散
を
図
る
施
策
と
文
化
発
信

拠
点
と
し
て
の
中
長
期
戦
略
を
作

成
。
地
域
住
民
の
生
活
環
境
へ
の

配
慮
や
来
街
者
へ
の
マ
ナ
ー
啓
発

を
行
う
。
②
渋
谷
を
中
心
と
し
た

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
エ
コ
シ
ス
テ
ム

形
成
の
発
展
を
目
指
す
。
③
様
々

な
交
流
の
場
を
設
け
る
。
④
関
係

機
関
と
連
携
し
産
官
学
民
連
携
ピ

ッ
チ
イ
ベ
ン
ト
等
の
実
施
を
検
討
。

文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
に
つ
い
て

問　
①
白
根
記
念
渋
谷
区
郷
土
博

物
館
・
文
学
館
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

を
機
に
、
渋
谷
ら
し
い
歴
史
や
文

化
の
発
信
、
継
承
す
べ
き
資
料
の

収
集
・
保
存
や
調
査
研
究
の
所
見

を
伺
う
。
②
今
後
の
「
み
る
ス
ポ

！
」
の
展
開
は
。
③
ミ
ヤ
シ
タ
パ

ー
ク
の
更
な
る
に
ぎ
わ
い
創
出
を
。

区
長　
①
戦
争
の
記
憶
の
継
承
、

若
者
文
化
や
近
現
代
の
渋
谷
の
歴

史
を
中
心
に
多
角
的
に
再
構
成
し
、

ア
ー
カ
イ
ブ
機
能
の
強
化
と
情
報

更
新
性
の
高
い
展
示
を
目
指
す
。

②
魅
力
的
な
観
戦
体
験
や
選
手
と

の
交
流
機
会
を
創
出
。
③
サ
ン
ド

コ
ー
ト
再
整
備
の
検
討
を
進
め
る
。

福
祉
・
健
康
推
進
に
つ
い
て

問　
①
重
層
的
支
援
体
制
の
課
題

に
ど
の
よ
う
に
対
処
す
る
の
か
。

②
困
っ
た
と
き
に
身
近
に
頼
る
人

の
い
な
い
「
お
ひ
と
り
様
」
や
ミ

ド
ル
期
独
身
独
居
者
に
も
支
援
を
。

区
長　

①
支
援
を
必
要
と
す
る

方
々
へ
積
極
的
に
ア
プ
ロ
ー
チ
し
、

課
題
や
実
態
把
握
に
努
め
、
分
野

横
断
的
な
連
携
を
強
化
す
る
。
②

必
要
と
す
る
支
援
の
在
り
方
を
考

慮
し
つ
つ
、
見
守
り
サ
ー
ビ
ス
の

有
用
性
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
く
。

子
育
て
・
教
育
に
つ
い
て

問　
①
青
山
キ
ャ
ン
パ
ス
開
校
に

寄
せ
る
想
い
は
。
②
学
校
建
て
替

え
の
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
見
直
し
と
中

長
期
的
対
応
は
。
③
「
小
一
の
壁

対
策
に
朝
の
預
か
り
事
業
を
。
④

部
活
動
改
革
に
お
け
る
文
化
部
活

動
の
地
域
展
開
は
。
⑤
ア
ン
ト
レ

プ
レ
ナ
ー
シ
ッ
プ
（
起
業
家
精
神

教
育
の
推
進
を
。
⑥
ち
ょ
こ
っ
と

通
園
事
業
の
サ
ー
ビ
ス
展
開
は
。

⑦
魅
力
あ
る
保
育
所
の
展
開
を
。

区
長　
②
検
討
委
員
会
の
意
見
を

参
考
に
様
々
な
可
能
性
の
検
討
を

深
め
新
た
な
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
示

す
。
③
来
年
４
月
の
全
校
実
施
に

向
け
児
童
や
保
護
者
の
ニ
ー
ズ
を

見
極
め
な
が
ら
調
整
。
⑤
希
望
校

を
対
象
と
し
、
専
門
家
に
よ
る
訪

問
授
業
な
ど
を
検
討
。
⑥
年
間
を

通
じ
た
定
員
確
保
や
実
施
園
を
増

設
し
環
境
整
備
を
進
め
る
。
⑦
各

園
の
実
情
に
応
じ
幼
少
期
か
ら
多

様
な
価
値
観
に
親
し
む
環
境
や

様
々
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
展
開
す
る
。

教
育
長　
①
「
未
来
の
学
校
」
先

駆
け
と
し
て
大
変
嬉
し
い
。
新
た

な
学
び
を
け
ん
引
す
る
場
と
な
る

よ
う
取
り
組
む
。
④
充
実
を
図
る
。

ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て

問　
①
公
園
や
道
路
に
緑
化
基
準

を
。
②
孤
立
防
止
を
ま
ち
づ
く
り

に
い
か
す
展
開
は
。
③
民
泊
対
策

の
進
捗
は
。
違
反
事
業
者
に
過
料

の
検
討
を
。
④
訪
日
客
に
宿
泊
税

の
よ
う
な
受
益
者
負
担
が
必
要
で

は
。
⑤
都
に
代
々
木
警
察
署
建
て

替
え
の
交
渉
を
。
⑥
富
ヶ
谷
一
丁

目
の
建
設
工
事
が
開
発
行
為
に
該

当
し
な
い
理
由
は
。
６
か
月
の
土

石
堆
積
は
一
時
的
と
判
断
か
。

区
長　
①
そ
の
考
え
は
な
い
。
②

計
画
を
具
体
化
し
、
孤
立
対
策
を

推
進
。
③
他
自
治
体
の
調
査
等
行

っ
て
い
る
。
国
や
他
自
治
体
の
動

向
を
注
視
。
④
区
独
自
に
課
税
す

る
考
え
は
な
い
。
⑤
必
要
に
応
じ

て
適
切
な
対
応
を
検
討
。

都
市
整
備
部
長　
⑥
開
発
行
為
の

定
義
に
基
づ
き
判
断
。
国
土
交
通

省
の
技
術
的
助
言
に
基
づ
き
判
断
。

玉
川
上
水
旧
水
路
緑
道
に
つ
い
て

問　
①
事
業
目
的
が
住
民
向
け
資

料
と
委
託
仕
様
書
で
な
ぜ
異
な
る

の
か
。
②
田
根
氏
は
一
括
再
委
託

で
は
。
③
住
民
ア
ン
ケ
ー
ト
の
方

法
は
。
④
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
費
用
は
。

既
存
低
木
を
い
か
す
よ
う
変
更
を
。

区
長　
①
資
料
は
分
か
り
や
す
く

伝
え
る
た
め
、
仕
様
書
は
委
託
業

務
の
目
的
を
記
載
。
②
受
託
者
が

直
接
指
揮
・
監
督
し
、
成
果
を
実

現
し
て
い
る
。
一
括
に
は
当
た
ら

な
い
。
③
効
果
や
課
題
の
検
証
を

検
討
。
④
全
体
の
費
用
は
算
出
し

て
い
な
い
。
樹
勢
を
確
認
し
対
応
。

福
祉
に
つ
い
て

問　
①
介
護
職
員
に
区
独
自
に
賃

上
げ
補
助
を
。
②
社
会
福
祉
事
業

団
運
営
施
設
だ
け
で
な
く
民
間
事

業
者
に
助
成
を
。
③
民
間
施
設
の

生
産
性
向
上
へ
の
取
組
に
補
助
を
。

区
長　
①
国
の
報
酬
改
定
を
注
視
。

②
給
与
な
ど
の
処
遇
や
サ
ー
ビ
ス

が
異
な
り
、
民
間
事
業
者
に
同
様

の
助
成
を
す
る
考
え
は
な
い
。
③

区
独
自
に
補
助
す
る
考
え
は
な
い
。

学
校
教
育
に
つ
い
て

問　
①
神
南
小
学
校
の
建
て
替
え

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
。
組
合
側
か
ら

引
渡
し
時
期
変
更
の
協
議
は
。
区

の
負
担
額
は
34
億
円
の
ま
ま
か
。

②
青
山
キ
ャ
ン
パ
ス
長
の
役
割
は
。

教
育
委
員
と
兼
務
の
理
由
は
。

区
長　
①
９
月
に
組
合
認
可
予
定
。

解
体
工
事
は
予
定
通
り
、
時
期
変

更
の
協
議
は
な
い
。
公
共
施
設
管

理
者
負
担
金
51
億
７
０
０
０
万
円

で
債
務
負
担
行
為
限
度
額
と
同
額
。

教
育
長　
②
学
校
づ
く
り
の
助
言
。

専
門
知
識
と
学
校
教
育
へ
の
深
い

理
解
を
有
す
る
人
物
と
し
て
任
命
。

資
源
ご
み
に
つ
い
て

問　
紙
の
売
払
い
は
競
争
入
札
で

歳
入
を
増
や
す
べ
き
。

区
長　
売
払
単
価
は
、
主
要
古
紙

価
格
推
移
表
に
準
じ
協
議
し
決
定
。

行
政
契
約
に
つ
い
て

問　
法
人
出
資
に
規
定
と
再
委
託

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
策
定
を
。

区
長　
規
定
は
必
要
な
い
。
ガ
イ

ド
ラ
イ
ン
策
定
は
考
え
て
い
な
い
。

子
ど
も
・
子
育
て
に
つ
い
て

問　
①
子
ど
も
の
意
見
の
施
策
反

映
は
。
②
第
３
の
居
場
所
整
備
等

の
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
は
。
③
保
育
の

充
実
は
。
④
習
い
事
へ
の
送
迎
支

援
に
デ※

マ
ン
ド
交
通
の
仕
組
み
を
。

区
長　
①
子
ど
も
会
議
等
の
提
言

を
反
映
さ
せ
る
仕
組
み
作
り
推
進
。

②
必
要
な
も
の
。
丁
寧
に
進
め
る
。

③
事
務
職
員
配
置
。
遊
び
や
活
動

で
他
国
言
語
や
文
化
に
触
れ
る
機

会
提
供
。
④
利
用
者
の
声
を
聞
く
。

※
議
員
名
右
上
の
二
次
元
コ
ー
ド
を
読
み
込
む
と
、
各
議
員
の
質
問
の
模
様
を
録
画
映
像
で
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

一般
質
問（
代
表
）

会派名略称：自民無所属＝渋谷区議会自由民主党・無所属議員団、立憲・国民＝立憲・国民渋谷議員団、シブヤ笑顔＝シブヤを笑顔にする会、
　　　　　　公明党＝渋谷区議会公明党、日本共産党＝日本共産党渋谷区議会議員団、議会改革＝議会改革の会　　　　　

▷
区
政
百
年
を
機
に
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

さ
れ
る
白
根
博
物
館
で
、
渋
谷
カ

ル
チ
ャ
ー
の
発
信
や
戦
争
の
記
憶

と
記
録
の
次
世
代
へ
の
継
承
を

◁
玉
川
上
水
緑
道　

強
剪
定

  

（
大
山
緑
道
8
月
上
旬
撮
影
）

まちづくり、玉川上水旧水路
緑道、福祉等伺う

立憲・国民
佐々木　由樹 議員

子ども・子育て、教育、福祉、
交通等８点について伺う

シブヤ笑顔
橋本　侑樹 議員

区民の安全・安心、文化、ま
ちづくり等８点について伺う

自民無所属
岡　美千瑠 議員

」）

令和７年（2025年）11月16日　No. 314 し ぶ や 区 議 会 だ よ り 2一般質問（代表)



本会議は録画中継により視聴することができます。「渋谷区議会　議会中継」でウェブ検索して専用のサイトからご覧ください。

教
育
に
つ
い
て

問　
①
多
様
な
学
び
の
場
整
備
の

成
果
は
。
②
校
内
別
室
指
導
教
室

拡
充
を
。
③
不
登
校
を
選
択
し
た

子
ど
も
へ
の
民
間
含
め
た
対
応
は
。

④
読
み
の
つ
ま
ず
き
の
早
期
発
見

と
合
理
的
配
慮
含
む
現
場
支
援
は
。

⑤
登
校
が
難
し
い
子
ど
も
の
見
守

り
支
援
を
。
⑥
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業

の
教
員
サ
ポ
ー
ト
を
。
⑦
後
期
建

て
替
え
の
学
校
の
未
来
の
学
び
は
。

⑧
区
立
中
学
校
の
魅
力
発
信
を
。

教
育
長　
①
不
登
校
が
減
少
傾
向
。

②
設
置
拡
充
を
進
め
る
。
③
ス
ク

ー
ル
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
配
置

や
民
間
施
設
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
作
成

等
。
④
教
員
研
修
や
心
理
士
派
遣

を
充
実
。
⑤
家
庭
と
子
供
の
支
援

員
配
置
。
⑥
研
修
や
支
援
員
活
用
。

⑦
ラ
ー
ニ
ン
グ
コ
モ
ン
ズ
等
の
整

備
検
討
。
⑧
探
究
フ
ェ
ス
等
活
用
。

福
祉
に
つ
い
て

問　
①
終
活
の
伴
走
型
支
援
を
。

②
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
整
備
等
住
ま

い
の
支
援
を
。
③
障
が
い
者
就
労

イ
ベ
ン
ト
を
。
④
障
が
い
児
の
子

育
て
の
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
作
成
を
。

⑤
緊
急
一
時
保
護
の
円
滑
な
受
入

先
調
整
を
。
⑥
神
宮
前
六
丁
目
障

が
い
者
施
設
の
開
設
時
期
は
。

区
長　
①
終
活
相
談
窓
口
開
設
予

定
。
②
あ
ら
ゆ
る
手
段
で
確
保
に

努
め
る
。
③
④
検
討
。
⑤
通
所
、

高
齢
者
施
設
も
検
討
。
⑥
12
月
中
。

交
通
に
つ
い
て

問　
デ※

マ
ン
ド
交
通
の
予
約
改
善

と
子
ど
も
料
金
の
設
定
を
。

区
長　
検
討
す
る
。

環
境
に
つ
い
て

問　
①
ク
ー
ル
シ
ェ
ア
ス
ポ
ッ
ト

や
街
な
か
に
給
水
機
設
置
を
。
②

道
路
の
暑
さ
対
策
を
。
③
緑
化
に

係
る
助
成
件
数
増
の
た
め
工
夫
を
。

区
長　
①
個
別
に
判
断
。
②
改
修

時
取
り
組
む
。
③
検
討
す
る
。

空
間
と
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
つ
い
て

問　
①
玉
川
上
水
旧
水
路
緑
道
整

備
前
後
の
状
態
は
。
②
ア
ン
ケ
ー

ト
調
査
を
。
③
専
門
家
委
員
会
を
。

④
渋
谷
駅
周
辺
歩
行
者
空
間
整
備

の
今
後
と
バ
リ
ア
フ
リ
ー
拡
充
は
。

⑤
富
ヶ
谷
一
丁
目
計
画
の
安
全
確

保
の
指
導
は
。
⑥
地
域
が
軸
の
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ア
プ
リ
導
入
を
。

区
長　
①
水
は
け
、
蓄
熱
性
と
も

問
題
な
い
。
②
③
検
討
。
④
快
適

に
移
動
可
能
な
空
間
に
整
備
。
⑤

図
面
等
確
認
し
事
業
者
へ
指
導
。

安
全
に
配
慮
し
た
施
工
を
求
め
報

告
聴
取
。
⑥
ハ
チ
ポ
の
利
用
促
進
。

官
民
連
携
に
つ
い
て

問　
区
民
参
加
型
オ
ー
プ
ン
イ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
の
仕
組
み
形
成
を
。

区
長　
既
存
の
枠
組
み
を
改
善
。

行
政
改
革
に
つ
い
て

問　
①
課
題
解
決
に
寄
与
し
た
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
表
彰
を
。
②
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
戦
略
人
材
育
成
、

設
計
チ
ー
ム
で
各
課
サ
ポ
―
ト
を
。

区
長　
①
②
検
討
を
進
め
る
。

熱
中
症
対
策
に
つ
い
て

問　
①
登
下
校
時
の
児
童
・
生
徒

に
熱
中
症
対
策
の
具
体
的
な
取
組

を
。
②
エ
ッ
セ
ン
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ

ー
に
対
す
る
熱
中
症
対
策
は
。
今

後
の
対
応
に
つ
い
て
の
検
討
は
。

区
長　
②
保
育
士
に
は
熱
中
症
警

戒
ア
ラ
ー
ト
発
令
時
だ
け
で
な
く
、

各
園
で
測
定
す
る
暑
さ
指
数
に
基

づ
き
園
児
の
屋
外
活
動
を
控
え
安

全
を
確
保
。
ご
み
収
集
作
業
員
に

は
、
作
業
量
の
軽
減
、
冷
却
グ
ッ

ズ
等
の
配
備
な
ど
予
防
対
策
を
実

施
。
引
き
続
き
作
業
環
境
の
暑
熱

状
況
に
応
じ
て
対
策
を
行
う
。

教
育
長　
①
日
傘
の
使
用
を
奨
励
。

他
自
治
体
も
参
考
に
対
策
を
強
化
。

高
齢
者
支
援
に
つ
い
て

問　
①
高
齢
者
住
ま
い
の
協
力
事

業
者
の
拡
充
を
。
チ
ラ
シ
等
が
手

元
に
届
き
や
す
い
周
知
を
。
②
家

主
側
が
加
入
で
き
る
保
険
制
度
の

導
入
と
助
成
の
検
討
を
。
③
日
常

生
活
支
援
用
具
の
助
成
対
象
に
シ

ル
バ
ー
カ
ー
や
シ
ャ
ワ
ー
チ
ェ
ア

を
加
え
て
は
。
④
加
齢
性
難
聴
者

支
援
対
象
用
具
に
光
で
知
ら
せ
る

イ
ン
タ
ー
ホ
ン
ラ
イ
ト
の
追
加
を
。

区
長　
①
新
た
に
他
の
不
動
産
団

体
に
も
協
力
会
員
の
追
加
を
依
頼
。

よ
り
分
か
り
や
す
い
方
法
を
検
討
。

②
現
制
度
の
補
償
内
容
に
つ
い
て

家
主
の
理
解
促
進
に
努
め
る
。
③

介
護
認
定
前
の
助
成
に
つ
い
て
は

ニ
ー
ズ
を
把
握
・
分
析
し
必
要
に

応
じ
て
検
討
。
④
補
聴
器
購
入
者

へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
な
ど
を
通
じ
課

題
や
ニ
ー
ズ
の
把
握
を
進
め
検
討
。

防
災
対
策
等
に
つ
い
て

問　
①
災
害
時
の
給
水
体
制
、
区

民
の
飲
料
水
の
確
保
状
況
、
給
水

車
等
で
の
地
域
や
避
難
所
へ
の
飲

料
水
供
給
の
具
体
的
な
計
画
は
。

②
給
水
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
整
備
は

本
町
エ
リ
ア
に
限
ら
ず
水
道
道
路

沿
道
に
も
拡
大
し
て
は
。
③
区
も

小
規
模
社
会
福
祉
施
設
の
防
火
実

務
対
策
訓
練
に
助
成
や
支
援
を
。

④
町
会
掲
示
板
や
公
共
掲
示
板
を

活
用
し
、
地
域
ご
と
の
避
難
所
や

帰
宅
困
難
者
受
入
施
設
の
明
記
と

Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
で
詳
細
情
報
を
含
め

た
掲
示
を
。

区
長　
①
都
の
上
下
水
道
の

耐
震
化
が
避
難
所
す
べ
て
で

完
了
し
て
お
り
断
水
時
も
給

水
が
可
能
。
避
難
所
に
は
避

難
者
３
日
分
の
飲
料
水
を
備

蓄
、
４
日
目
以
降
は
都
に
よ

り
在
宅
避
難
の
区
民
に
も
提

供
。
避
難
所
以
外
の
区
内
３

か
所
に
災
害
時
給
水
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
を
設
置
。
②
整
備
を
検
討
。

③
専
門
事
業
者
に
よ
る
オ
ー
ダ
ー

メ
イ
ド
型
訓
練
の
ニ
ー
ズ
を
踏
ま

え
都
の
助
成
制
度
活
用
も
含
め
た

支
援
の
方
向
性
を
検
討
。
④
防
災

ア
プ
リ
等
で
施
設
情
報
を
周
知
。

Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
付
き
避
難
誘
導
案
内

板
設
置
。
町
会
掲
示
板
へ
の
掲
載

は
研
究
課
題
。

健
康
推
進
に
つ
い
て

問　
①
子
宮
頸
が
ん
検
診
の
結
果

等
を
踏
ま
え
、
子
宮
体
が
ん
検
診

に
つ
な
げ
て
い
く
制
度
の
導
入
と

費
用
助
成
の
検
討
を
。
②
が
ん
患

者
遺
族
が
相
談
で
き
る
窓
口
明
示

と
区
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
へ
の
掲
載
を
。

区
長　
①
が
ん
検
診
の
指
針
に
基

づ
き
保
険
診
療
の
中
で
多
様
な
検

査
が
適
切
に
行
わ
れ
る
よ
う
協
力

医
療
機
関
に
働
き
か
け
る
。
②
が

ん
患
者
の
遺
族
に
特
化
し
た
仕
組

み
は
な
い
が
、
関
係
機
関
や
団
体

と
連
携
し
て
区
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
に

も
窓
口
の
掲
載
を
す
る
な
ど
環
境

の
整
備
を
進
め
る
。

ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て

問　
①
初
台
地
区
公
共
施
設
整
備

で
は
仮
設
施
設
で
既
存
の
活
動
が

継
続
で
き
る
工
夫
を
。
②
子
ど
も

の
居
場
所
づ
く
り
は
。

区
長　
①
可
動
間
仕
切
り
を
設
置
。

必
要
な
機
能
と
ス
ペ
ー
ス
を
確
保
。

②
整
備
後
の
玉
川
上
水
旧
水
路
緑

道
や
近
隣
の
児
童
遊
園
地
を
案
内
。

運
用
面
の
工
夫
で
屋
内
利
用
で
き

る
時
間
を
設
け
る
。

教
育
に
つ
い
て

問　
①
シ
ブ
ヤ
未
来
科
で
専
門
家

の
サ
ポ
ー
ト
を
受
け
な
が
ら
法
教

育
や
キ
ャ
リ
ア
教
育
授
業
の
導
入

を
。
②
朝
の
預
か
り
保
育
の
現
在

の
調
査
状
況
、
検
討
状
況
は
。
③

児
童
・
生
徒
の
安
心
を
確
保
し
、

教
員
が
安
心
し
て
働
き
続
け
ら
れ

る
環
境
を
整
え
る
取
組
は
。

教
育
長　
①
関
係
団
体
と
連
携
を

深
め
教
育
現
場
で
の
活
用
を
推
進
。

②
ア
ン
ケ
ー
ト
で
保
護
者
の
ニ
ー

ズ
を
確
認
。
令
和
８
年
４
月
１
日

か
ら
全
校
で
実
施
に
向
け
て
準
備
。

③
児
童
・
生
徒
が
安
心
し
て
相
談

で
き
る
体
制
整
備
や
相
談
シ
ー
ト

の
配
布
。
教
職
員
に
は
管
理
職
に

相
談
し
や
す
い
体
制
を
整
え
る
な

ど
組
織
的
な
対
応
を
行
っ
て
い
る
。

物
価
高
騰
対
策
と
予
算
に
つ
い
て

問　
①
低
所
得
者
や
子
育
て
世
帯

に
給
付
金
を
。
②
お
米
券
、
紙
の

商
品
券
支
給
を
。
③
子
育
て
世
帯

と
若
者
に
家
賃
補
助
を
。
④
私
立

保
育
園
等
に
光
熱
・
食
材
費
支
援

を
。
⑤
中
小
企
業
に
賃
上
げ
助
成

を
。
⑥
公
契
約
条
例
対
象
拡
大
を
。

⑦
労
働
報
酬
下
限
額
引
き
上
げ
を
。

区
長　
①
昨
年
度
区
独
自
に
対
象

拡
充
し
支
給
。
②
③
⑤
⑥
考
え
は

な
い
。
④
保
育
園
は
準
備
中
。
⑦

条
例
に
の
っ
と
り
審
議
会
に
諮
問
。

ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て

問　
①
玉
川
上
水
旧
水
路
緑
道
再

整
備
工
事
契
約
を
撤
回
し
計
画
白

紙
に
。
②
幡
ヶ
谷
二
丁
目
再
開
発

住
民
説
明
会
を
事
業
者
に
求
め
よ
。

③
７
号
通
り
公
園
は
現
状
維
持
を
。

④
幡
ヶ
谷
社
教
館
と
旧
都
営
幡
ヶ

谷
原
町
住
宅
整
備
の
構
想
を
示
せ
。

⑤
社
教
館
存
続
を
。
⑥
建
て
替
え

中
は
代
替
施
設
を
。
⑦
住
宅
密
集

地
域
や
文
教
地
区
の
民
泊
規
制
を
。

区
長　
①
⑦
考
え
は
な
い
。
②
要

請
す
る
。
③
位
置
変
更
は
回
遊
性

と
防
災
の
た
め
。
④
都
と
調
整
中
。

⑤
活
動
継
続
で
き
る
よ
う
諸
室
の

機
能
を
確
保
・
充
実
。
⑥
検
討
中
。

教
育
に
つ
い
て

問　
①
学
校
建
て
替
え
説
明
会
周

知
範
囲
拡
大
を
。
②
統
廃
合
撤
回

を
。
③
全
校
プ
ー
ル
設
置
を
。
④

教
材
費
、
給
食
費
等
無
償
化
拡
大

を
。
⑤
高
校
生
に
交
通
費
支
援
を
。

⑥
大
学
等
に
給
付
制
奨
学
金
を
。

区
長　
①
学
区
域
内
保
護
者
全
員

等
広
く
周
知
。
②
④
⑤
⑥
考
え
は

な
い
。
③
個
別
に
判
断
。

子
育
て
・
保
育
に
つ
い
て

問　
①
出
産
助
成
引
上
げ
を
。
②

小
学
校
低
学
年
早
朝
保
育
を
。
③

保
育
士
給
与
引
上
げ
助
成
を
。
④

保
育
士
一
人
当
た
り
の
子
ど
も
の

人
数
減
を
。
⑤
中
幡
・
笹
塚
子
育

て
支
援
セ
ン
タ
ー
存
続
を
。

◁
デ
マ
ン
ド
交
通
実
証
実
験
で
区
内

を
走
る
シ
ャ
ト
ル

熱中症対策、高齢者支援及び
防災対策等６点について伺う

公明党
吉崎　いずみ 議員

物価高騰対策、まちづくり等
くらし優先、住民が主人公へ

日本共産党
田中　正也 議員

▷
児
童
・
生
徒
に
熱
中
症
対
策
を

用
語
解
説
　
※
デ
マ
ン
ド
交
通
＝

利
用
者
の
予
約
に
応
じ
て
相
乗
り

で
運
行
す
る
交
通
方
式
。

▷
三
井
不
動
産
レ
ジ
デ
ン
シ
ャ
ル
の
た
め
に

移
設
し
よ
う
と
し
て
い
る
７
号
通
り
公
園
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区
長　
①
③
④
考
え
な
い
。
②
来

年
４
月
か
ら
実
施
検
討
。
⑤
検
討
。

気
候
危
機
と
防
災
対
策
に
つ
い
て

問　
①
省
エ
ネ
機
器
助
成
を
。
②

地
球
温
暖
化
防
止
条
例
や
渋
谷
区

気
候
会
議
を
。
③
家
庭
ご
み
有
料

化
や
め
よ
。
④
防
災
カ
タ
ロ
グ
ギ

フ
ト
配
付
を
。
⑤
体
育
館
、
プ
ー

ル
に
遮
熱
シ
ー
ト
等
猛
暑
対
策
を
。

区
長　
①
適
宜
判
断
。
②
④
⑤
考

え
は
な
い
。
③
区
長
会
で
議
論
中
。

区
政
課
題
に
つ
い
て

問　
①
区
政
の
信
頼
感
を
取
り
戻

せ
。
意
思
決
定
プ
ロ
セ
ス
の
見
え

る
化
と
住
民
対
話
を
進
め
よ
。
②

物
価
高
騰
対
策
に
は
食
料
品
等
の

販
売
事
業
者
対
象
の
ハ
チ
ペ
イ
キ

ャ
ン
ペ
ー
ン
を
。
ス
ー
パ
ー
等
の

導
入
支
援
策
を
。
③
西
原
緑
道
の

テ
ラ
ゾ
は
最
小
限
か
。
④
人
手
不

足
対
応
の
部
署
を
。
⑤
子
育
て
施

設
の
長
期
計
画
を
。
⑥
中
学
校
特

色
に
関
し
現
状
把
握
の
方
法
は
。

⑦
探
究
学
習
の
評
価
は
中
長
期
で
。

⑧
Ｈ
Ｐ
Ｖ
ワ
ク
チ
ン
男
性
接
種
対

象
の
拡
大
を
。
男
性
助
成
・
女
性

定
期
接
種
の
接
種
率
の
向
上
策
は
。

区
長　
①
意
思
決
定
の
流
れ
の
一

律
明
示
は
難
し
い
が
誤
解
を
生
ま

な
い
よ
う
努
め
る
。
区
民
と
の
信

頼
関
係
を
大
切
に
行
政
運
営
に
取

り
組
む
。
②
生
活
支
援
の
対
象
や

手
法
、
時
期
を
検
討
中
。
運
営
事

業
者
と
連
携
し
進
め
る
。
③
西
原

緑
道
は
約
25
％
。
区
間
ご
と
の
レ

イ
ア
ウ
ト
検
討
で
舗
装
面
積
を
見

直
し
。
④
そ
の
考
え
は
な
い
。
⑤

少
子
化
の
進
行
や
保
育
ニ
ー
ズ
の

変
化
を
踏
ま
え
検
討
。
⑧
男
性
の

９
価
ワ
ク
チ
ン
費
用
助
成
を
検
討
。

個
別
通
知
検
討
、
対
象
年
齢
に
Ｌ

Ｉ
Ｎ
Ｅ
の
セ
グ
メ
ン
ト
配
信
。

教
育
長　
⑥
特
色
推
進
会
議
設
置
、

各
校
で
学
校
運
営
協
議
会
中
心
の

会
議
体
を
設
け
、
成
果
や
課
題
を

把
握
。
⑦
児
童
・
生
徒
と
教
員
の

両
方
か
ら
指
標
の
伸
び
や
課
題
を

把
握
し
、
改
善
・
見
直
し
を
図
る
。

世
界
遺
産
登
録
の
推
進
に
つ
い
て

問　
国
立
代
々
木
競
技
場
の
世
界

遺
産
登
録
に
賛
意
表
明
を
。

区
長　
一
層
の
機
運
醸
成
進
展
を
。

福
祉
に
つ
い
て

問　
①
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

担
当
地
域
に
調
整
区
域
の
設
定
を
。

②
障
が
い
児
者
移
動
支
援
改
善
を
。

区
長　
①
参
考
に
す
る
。
②
来
年

度
当
初
か
ら
の
改
善
に
向
け
準
備
。

宮
下
公
園
の
改
良
に
つ
い
て

問　
稼
働
率
の
低
い
サ
ン
ド
コ
ー

ト
を
多
目
的
コ
ー
ト
に
改
良
を
。

区
長　
様
々
な
使
用
が
可
能
な
施

設
に
再
整
備
す
る
検
討
を
進
め
る
。

羽
田
新
飛
行
ル
ー
ト
に
つ
い
て

問　
品
川
、
港
と
３
区
で
運
用
停

止
、
固
定
化
回
避
の
申
し
入
れ
を
。

区
長　
そ
の
考
え
は
な
い
。

青
山
キ
ャ
ン
パ
ス
の
通
学
方
法

問　
①
自
転
車
通
学
の
安
全
対
策

は
。
②
自
転
車
ナ
ビ
マ
ー
ク
、
ナ

ビ
ラ
イ
ン
設
置
を
。
③
キ
ャ
ン
パ

ス
内
駐
輪
場
に
屋
根
の
設
置
を
。

④
広
尾
中
ス
ク
ー
ル
バ
ス
を
松
濤

中
生
徒
も
利
用
可
能
に
。
⑤
青
山

キ
ャ
ン
パ
ス
の
通
学
方
法
周
知
を
。

教
育
長　
①
横
断
歩
道
設
置
、
通

学
路
安
全
点
検
、
交
通
安
全
講
習

実
施
等
。
②
関
係
部
署
に
働
き
か

け
る
。
③
今
後
の
検
討
課
題
。
④

空
き
状
況
等
勘
案
し
慎
重
に
検
討
。

⑤
最
新
の
情
報
を
適
宜
周
知
す
る
。

問　
①
民
泊
に
関
す
る
条
例
を
改

正
し
規
制
を
強
化
す
べ
き
。
②
民

泊
の
苦
情
受
付
窓
口
の
再
設
置
を
。

③
手
数
料
を
徴
収
す
べ
き
。
④
ワ

ン
ル
ー
ム
ホ
テ
ル
の
規
制
強
化
を
。

区
長　
①
条
例
改
正
の
予
定
は
な

い
が
、
ご
意
見
が
あ
る
こ
と
は
認

識
し
て
い
る
。
制
度
に
つ
い
て
調

査
・
研
究
を
進
め
る
。
②
職
員
で

対
応
。
再
開
予
定
は
な
い
。
③
そ

の
考
え
は
な
い
。
④
現
時
点
で
予

定
は
な
い
が
、
状
況
を
注
視
し
必

要
な
対
策
に
つ
い
て
検
討
。

水
害
対
策
に
つ
い
て

問　
①
今
年
度
の
冠
水
、
浸
水
被

害
は
何
箇
所
か
。
②
今
年
度
対
策

を
実
施
し
た
箇
所
は
。
③
昨
年
度

対
策
し
、
本
年
度
も
発
生
し
た
場

所
は
何
箇
所
か
。
今
後
の
対
応
は
。

区
長　
①
道
路
冠
水
が
11
か
所
、

浸
水
被
害
が
10
か
所
。
②
雨
水
ま

す
設
置
等
実
施
24
か
所
。
③
２
か

所
。
雨
水
ま
す
や
横
断
側
溝
等
の

増
設
を
予
定
。

教
育
、
障
が
い
者
福
祉
に
つ
い
て

問　
①
多
様
性
・
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ

の
理
解
促
進
の
た
め
の
包
括
的
性

教
育
の
充
実
に
、
メ
デ
ィ
ア
リ
テ

ラ
シ
ー
教
育
強
化
な
ど
体
系
的
な

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
。
学
校
相
談
員

や
養
護
教
諭
向
け
研
修
を
増
や
し
、

専
門
的
知
識
を
深
め
る
体
制
を
。

②
保
護
者
へ
の
教
育
も
大
切
。
保

護
者
が
性
の
あ
り
方
を
学
ぶ
ペ
ア

レ
ン
ツ
セ
ミ
ナ
ー
の
手
応
え
や
今

後
の
課
題
は
。
③
ア
イ
リ
ス
と
の

連
携
を
深
め
、
実
態
に
即
し
た
声

を
施
策
に
反
映
で
き
る
体
制
を
。

④
高
齢
者
等
世
帯
入
居
支
援
事
業

に
、
障
が
い
者
も
利
用
し
や
す
い

よ
う
窓
口
情
報
や
名
称
に
工
夫
を
。

区
長　
②
オ
ン
ラ
イ
ン
参
加
で
多

く
の
方
に
聴
講
い
た
だ
い
た
。
対

象
に
合
わ
せ
た
周
知
方
法
を
工
夫

し
て
い
く
。
③
ア
イ
リ
ス
と
学
校

の
連
携
で
は
、
関
係
者
を
対
象
に

Ｓ
Ｏ
Ｇ
Ｉ
Ｅ
に
関
す
る
講
義
や
演

習
を
実
施
。
デ
ジ
タ
ル
性
暴
力
へ

の
注
意
喚
起
も
行
う
。
④
伝
わ
り

づ
ら
い
点
は
改
善
す
る
。
詳
し
く

わ
か
り
や
す
い
チ
ラ
シ
を
作
成
し
、

周
知
を
徹
底
す
る
。

教
育
長　
①
性
の
メ
デ
ィ
ア
リ
テ

ラ
シ
ー
教
育
は
保
健
や
特
別
活
動

に
位
置
付
け
実
施
。
ア
イ
リ
ス
と

連
携
し
学
校
対
象
に
演
習
等
実
施
。

富
ヶ
谷
一
丁
目
の
マ
ン
シ
ョ
ン
建

設
に
つ
い
て

問　
①
宅
地
造
成
及
び
特
定
盛
土

等
規
制
法
施
行
規
則
の
第
８
条
第

10
号
ハ
に
該
当
す
る
の
か
。
②
区

が
把
握
し
て
い
る
再
築
造
さ
れ
る

南
側
擁
壁
の
高
さ
は
。
③
３
メ
ー

ト
ル
を
超
え
れ
ば
開
発
許
可
が
必

要
で
は
。
④
区
が
事
業
者
に
図
面

を
開
示
す
る
よ
う
指
導
す
る
べ
き

で
は
。

区
長　
①
該
当
す
る
と
判
断
。
②

最
大
3.8
メ
ー
ト
ル
で
申
請
。
③
不

要
と
判
断
。
④
事
業
者
に
対
し
、

周
辺
住
民
へ
の
丁
寧
な
説
明
を
繰

り
返
し
求
め
て
い
る
。

渋
谷
駅
中
心
の
ご
み
箱
設
置
に
つ
い
て

問　
駅
周
辺
の
ご
み
を
調
査
し
、

事
業
者
店
舗
に
ご
み
箱
を
設
置
し
、

協
力
店
舗
へ
処
理
費
用
の
一
部
補

助
等
後
方
支
援
を
。

区
長　
条
例
改
正
の
た
め
調
査
、

検
討
は
行
っ
て
い
る
が
、
処
理
費

用
の
補
助
等
の
考
え
は
な
い
。

本
町
Ｃ
Ｃ
に
つ
い
て

問　
①
本
町
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー
の
館
内
と
館
外
の
案
内
表
示

増
設
を
。
②
町
会
等
の
イ
ベ
ン
ト

会
場
や
災
害
時
避
難
所
と
し
て
活

用
で
き
る
よ
う
調
理
室
の
設
置
を
。

区
長　
①
館
内
は
10
月
中
に
追
加
。

館
外
の
考
え
は
な
い
が
丁
寧
な
案

内
に
努
め
る
。
②
水
道
、
ガ
ス
、

換
気
な
ど
の
整
備
が
必
要
で
困
難
。

※
デ
マ
ン
ド
交
通
に
つ
い
て

問　
①
高
齢
者
利
用
促
進
の
た
め

の
周
知
や
デ
ジ
タ
ル
デ
バ
イ
ド
対

策
は
。
②
「
Ｇ
Ｏ
シ
ャ
ト
ル
」
と

の
連
携
の
メ
リ
ッ
ト
は
。
③
現
金

や
ハ
チ
ペ
イ
な
ど
、
今
後
の
支
払

い
方
法
の
改
善
は
。

区
長　
①
地
域
イ
ベ
ン
ト
で
の
広

報
活
動
に
取
り
組
む
。
ス
マ
ホ
サ

ロ
ン
と
連
携
サ
ポ
ー
ト
。
②
豊
洲

地
区
で
の
運
行
ノ
ウ
ハ
ウ
が
活
用

可
能
。
③
実
証
実
験
で
充
実
し
た

支
払
い
方
法
の
検
討
を
進
め
る
。

認
知
症
高
齢
者
保
護
対
策
に
つ
い
て

＊質問・答弁は要旨を掲載しています。
実際の発言内容は、12月下旬発行予定の会議録でご覧いただけます。なお、会議録は区政資料コーナー及び区立図書館でご覧になれます。

一般
質
問（
個
人
）

区政課題、子育て、教育、健
康について伺う

議会改革
鈴木　建邦 議員

良好な住環境整備と住宅政策、
水害対策について伺う

議会改革
須田　賢 議員

包括的性教育・障がい者福祉
について

矢ヶ崎　清花 議員

富ヶ谷一丁目のマンション建
設など２点について伺う

議会改革
矢野　桂太 議員

本町ＣＣ、デマンド交通等３
点について伺う

太田　真也 議員

世界遺産登録の推進、福祉に
ついて等５点を伺う

シブヤ笑顔
伊藤　毅志 議員

◁
デ
ジ
タ
ル
地
域
通
貨
ハ
チ
ペ
イ
・

ロ
ゴ

良
好
な
住
環
境
整
備
と
住
宅
政
策

に
つ
い
て
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問　
全
国
の
警
察
と
タ
イ
ア
ッ
プ

し
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
た
「
ど
こ

シ
ル
伝
言
板
」
を
導
入
し
、
委
託

企
業
へ
の
経
費
を
ゼ
ロ
と
し
、
更

に
安
心
安
全
な
渋
谷
区
を
目
指
し

て
は
。

区
長　
見
守
り
キ
ー
ホ
ル
ダ
ー
事

業
で
同
様
の
仕
組
み
を
整
え
て
い

る
。
Ｇ
Ｐ
Ｓ
端
末
活
用
の
位
置
情

報
探
索
サ
ー
ビ
ス
等
で
効
果
を
上

げ
て
お
り
導
入
の
考
え
は
な
い
。

テ
ラ
ゾ
材
に
つ
い
て

問　
①
な
ぜ
玉
川
上
水
旧
水
路
緑

道
に
厚
い
テ
ラ
ゾ
平
板
を
採
用
。

１
㎡
１
６
３
０
０
０
円
、
総
額
約

47
億
円
。
文
京
区
は
１
㎡
約
２
３

０
０
０
円
、
品
川
区
は
４
６
０
０

円
。
地
方
自
治
法
「
最
少
の
経
費

で
最
大
の
効
果
」
等
に
反
し
な
い

か
。
地
元
も
反
対
。
全
長
2.6
㎞
施

工
で
約
２
万
８
８
８
９
枚
、
約
３

０
０
０
ト
ン
で
樹
木
に
悪
影
響
。

②
区
の
再
生
素
材
使
用
率
は
７
％
。

他
区
の
約
60
％
に
比
べ
低
い
素
材

に
固
執
す
る
の
か
。
③
な
ぜ
住
民

が
反
対
す
る
ピ
ン
ク
の
平
板
を
採

用
。
他
区
は
18
色
あ
り
補
修
も
容

易
で
高
齢
者
や
車
椅
子
に
も
優
し

く
維
持
費
も
安
い
。
④
大
山
緑
道

は
化
粧
骨
材
ひ
び
割
れ
。
強
度
に

問
題
な
い
か
。
⑤
千
葉
大
学
藤
井

名
誉
教
授
は
根
が
成
長
す
る
と
テ

ラ
ゾ
平
板
は
持
ち
上
が
り
大
き
な

段
差
が
生
じ
、
高
額
補
修
が
必
要

と
な
る
、
園
路
に
は
ア
ス
フ
ァ
ル

ト
が
最
適
と
指
摘
。
素
材
、
管
理

を
見
直
す
べ
き
で
は
。
⑥
令
和
６

年
６
月
30
日
契
約
図
面
の
ベ
ン
チ

等
の
カ
ラ
ー
コ
ン
ク
リ
ー
ト
と
は
。

区
長　
①
③
地
域
の
人
々
が
愛
着

や
誇
り
を
持
っ
て
親
し
ん
で
い
た

だ
け
る
よ
う
全
体
を
統
一
的
な
機

能
や
意
匠
に
デ
ザ
イ
ン
し
て
い
る
。

②
再
生
材
の
使
用
率
で
材
料
を
選

択
し
て
い
な
い
。
④
問
題
な
い
。

⑤
そ
の
考
え
は
な
い
。
⑥
テ
ラ
ゾ

製
品
に
配
合
さ
れ
た
材
料
の
一
つ
。

渋
谷
区
に
お
け
る
教
育
に
つ
い
て

問　
①
シ
リ
コ
ン
バ
レ
ー
青
少
年

派
遣
研
修
に
参
加
し
た
生
徒
の
経

験
を
区
全
体
に
還
元
す
る
仕
組
み

は
。
事
業
の
発
展
は
。
②
夏
休
み

明
け
の
子
ど
も
の
心
の
ケ
ア
、
早

期
発
見
・
対
応
の
体
制
は
。
不
登

校
や
い
じ
め
を
抱
え
る
子
ど
も
へ

の
個
別
支
援
は
。
③
若
者
の
自
己

肯
定
感
の
低
さ
の
現
状
を
ど
う
受

け
止
め
る
か
。
自
国
に
誇
り
を
持

ち
自
己
肯
定
感
を
高
め
る
取
組
は
。

教
育
長　
①
派
遣
生
徒
は
各
校
で

報
告
会
を
実
施
。
得
た
学
び
を
生

徒
や
教
員
、
保
護
者
に
還
元
。
一

人
一
人
の
行
動
で
学
校
や
地
域
を

変
え
て
い
け
る
と
い
う
意
識
が
波

及
す
る
こ
と
を
期
待
。
具
体
的
な

行
動
を
奨
励
し
、
事
業
成
果
の
最

大
化
に
努
め
る
。
②
Ｓ
Ｏ
Ｓ
の
出

し
方
に
関
す
る
教
育
を
実
施
、
適

切
に
助
け
を
求
め
る
力
を
育
ん
で

い
る
。
教
育
ダ
ッ
シ
ュ
ボ
ー
ド
の

活
用
や
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
か
ら
相

談
で
き
る
「
そ
う
だ
ん
ア
イ
コ
ン

や
複
数
の
相
談
窓
口
の
周
知
等
、

未
然
防
止
・
早
期
発
見
・
早
期
対

応
体
制
を
整
え
て
い
る
。
③
本
区

の
調
査
結
果
で
は
「
自
分
に
は
よ

い
と
こ
ろ
が
あ
る
」
と
回
答
し
た

小
学
生
は
90
％
以
上
、
中
学
生
85

％
以
上
と
高
い
水
準
で
あ
っ
た
。

日
本
の
歴
史
や
文
化
を
学
び
、
親

し
み
や
公
共
心
を
育
む
。
ち
が
い

を
い
か
し
合
い
な
が
ら
学
び
合
う

子
供
の
育
成
に
取
り
組
む
。

生
活
保
護
に
つ
い
て

問　
①
保
護
基
準
引
下
げ
は
違
法

と
の
最
高
裁
判
決
の
認
識
は
。
②

基
準
を
戻
し
減
額
分
補
償
を
求
め

よ
。
③
夏
冬
の
見
舞
金
復
活
な
ど

法
外
援
護
を
拡
充
し
救
済
を
。
④

住
宅
扶
助
の
特
別
基
準
適
用
を
。

区
長　
①
重
く
受
け
止
め
て
い
る
。

②
③
④
そ
の
考
え
は
な
い
。

医
療
、
介
護
、
高
齢
者
福
祉

問　
①
国
に
社
会
保
障
費
の
拡
充
、

診
療
報
酬
引
上
げ
を
求
め
よ
。
②

都
に
医
療
機
関
支
援
拡
充
を
求
め
、

区
も
支
援
を
。
③
け
や
き
の
苑
・

西
原
改
修
時
に
は
都
施
設
活
用
を
。

④
特
養
増
設
を
。
⑤
訪
問
介
護
事

業
所
の
閉
鎖
理
由
は
。
⑥
介
護
事

業
所
支
援
、
従
事
者
処
遇
改
善
を
。

⑦
高
齢
者
へ
の
敬
老
金
復
活
を
。

⑧
救
急
通
報
シ
ス
テ
ム
利
用
料
無

償
化
を
。
⑨
シ
ル
バ
ー
パ
ス
助
成

を
。
⑩
来
年
度
か
ら
補
聴
器
購
入

費
助
成
拡
充
を
。
⑪
高
齢
者
に
エ

ア
コ
ン
設
置
、
電
気
代
の
補
助
を
。

区
長　
①
②
③
⑥
～
⑨
⑪
考
え
は

な
い
。
④
ニ
ー
ズ
の
分
析
を
進
め

る
。
⑤
事
業
所
の
統
廃
合
、
人
員

不
足
。
⑩
開
始
時
期
等
含
め
検
討
。

▼
一
般
社
団
法
人
渋
谷
未
来
デ
ザ

イ
ン
の
事
業
に
つ
い
て
は
、
定
量

的
な
指
標
を
公
開
し
て
評
価
す
る

と
と
も
に
、
そ
の
成
果
が
区
民
に

還
元
さ
れ
る
よ
う
進
め
ら
れ
た
い
。

▼
区
役
所
本
庁
舎
に
つ
い
て
は
、

駐
輪
ス
ペ
ー
ス
が
不
足
し
、
幼
児

用
座
席
付
自
転
車
な
ど
の
大
型
自

転
車
に
対
応
し
て
い
な
い
た
め
、

増
設
と
改
善
を
検
討
さ
れ
た
い
。

▼
寄
附
金
に
つ
い
て
は
、
寄
附
者

の
意
思
を
最
大
限
尊
重
し
て
活
用

す
る
よ
う
配
慮
さ
れ
た
い
。

▼
迷
惑
路
上
飲
酒
対
策
に
つ
い
て

は
、
路
上
飲
酒
制
限
区
域
の
境
界

付
近
で
の
飲
酒
や
ご
み
の
放
置
が

深
刻
な
問
題
と
な
っ
て
い
る
た
め
、

制
限
区
域
を
拡
大
し
、
対
策
を
強

化
さ
れ
た
い
。

▼
避
難
所
・
備
蓄
品
等
整
備
費
に

つ
い
て
は
、
避
難
所
の
増
設
を
進

め
る
と
と
も
に
、
液
体
ミ
ル
ク
や

使
い
捨
て
下
着
な
ど
を
備
蓄
品
に

加
え
る
よ
う
検
討
さ
れ
た
い
。

▼
シ
ブ
ヤ
シ
テ
ィ
ダ
ッ
シ
ュ
ボ
ー

ド
に
つ
い
て
は
、
く
み
ん
の
広
場

で
の
Ｐ
Ｒ
や
く
ら
し
の
便
利
帳
、

Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
の
活
用
な
ど
、
広
報
に

工
夫
さ
れ
た
い
。

▼
高
齢
者
住
宅
に
つ
い
て
は
、
い

ま
だ
需
要
が
高
い
た
め
増
設
に
努

め
ら
れ
た
い
。

▼
自
転
車
駐
車
場
に
つ
い
て
は
、

チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
付
き
な
ど
大

型
自
転
車
が
止
め
ら
れ
る
自
転
車

ラ
ッ
ク
を
設
置
さ
れ
た
い
。
あ
わ

せ
て
、
人
目
に
つ
き
に
く
い
自
転

車
駐
車
場
も
多
い
こ
と
か
ら
設
置

場
所
の
周
知
に
つ
い
て
も
工
夫
さ

れ
た
い
。

▼
緑
化
推
進
事
業
に
つ
い
て
は
、

ま
ち
づ
く
り
推
進
部
や
土
木
部
と

連
携
し
緑
化
（
緑
被
）
率
の
向
上

に
努
め
ら
れ
た
い
。

▼
公
共
の
場
所
に
お
け
る
喫
煙
違

反
の
過
料
に
つ
い
て
は
、
現
金
・

振
込
み
の
ほ
か
、
電
子
決
済
の
導

入
を
検
討
さ
れ
た
い
。

▼
図
書
館
運
営
に
つ
い
て
は
、
大

学
と
の
連
携
に
も
注
力
し
、
区
民

が
本
を
読
め
る
環
境
の
充
実
に
努

め
ら
れ
た
い
。
社
会
教
育
館
に
つ

い
て
は
、
文
化
活
動
の
拠
点
と
し

て
施
設
の
計
画
的
な
維
持
管
理
を

図
ら
れ
た
い
。

▼
は
た
ち
の
つ
ど
い
に
つ
い
て
は
、

実
行
委
員
の
選
考
方
法
を
見
直
し
、

自
主
的
な
企
画
運
営
の
促
進
を
図

ら
れ
た
い
。

▼
保
育
所
等
法
外
援
護
に
つ
い
て

は
、
近
年
の
家
賃
高
騰
で
も
私
立

園
が
継
続
的
に
運
営
で
き
る
よ
う

賃
借
料
補
助
制
度
の
見
直
し
を
検

討
さ
れ
た
い
。
ま
た
保
育
士
の
確

保
の
た
め
、
宿
舎
借
り
上
げ
支
援

は
今
後
も
継
続
さ
れ
た
い
。

▼
い
じ
め
対
策
に
つ
い
て
は
、
教

育
委
員
会
と
学
校
が
よ
り
連
携
し

て
対
応
す
る
よ
う
取
り
組
ん
で
い

か
れ
た
い
。
子
ど
も
同
士
だ
け
で

な
く
親
同
士
の
ケ
ア
と
教
職
員
の

メ
ン
タ
ル
ケ
ア
に
注
力
さ
れ
た
い
。

▼
区
民
施
設
の
フ
リ
ー
Ｗ
ｉ
―
Ｆ

ｉ
に
つ
い
て
は
、
全
施
設
で
使
え

る
よ
う
引
き
続
き
積
極
的
な
設
置

を
進
め
ら
れ
た
い
。

▼
民
生
委
員
に
つ
い
て
は
、
恒
常

的
に
欠
員
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
推

薦
方
法
の
見
直
し
や
地
域
全
体
の

人
材
の
活
用
、
推
薦
者
へ
の
丁
寧

な
説
明
等
を
行
い
、
人
員
の
確
保

に
努
め
ら
れ
た
い
。

▼
移
動
支
援
事
業
に
つ
い
て
は
、

利
用
者
ニ
ー
ズ
の
把
握
と
分
析
に

努
め
、
乗
り
合
い
を
活
用
し
た
交

通
手
段
等
、
利
便
性
を
考
慮
し
た

手
法
を
検
討
さ
れ
た
い
。

▼
が
ん
患
者
支
援
事
業
に
つ
い
て

は
、
支
援
ニ
ー
ズ
を
把
握
し
、
利

用
上
限
回
数
や
種
類
を
増
や
す
等
、

利
用
者
に
寄
り
添
っ
た
使
い
や
す

い
も
の
に
制
度
を
拡
充
さ
れ
た
い
。

▼
介
護
人
材
確
保
・
人
材
育
成
事

業
に
つ
い
て
は
、
潜
在
介
護
士
の

復
職
を
支
援
し
、
人
材
確
保
に
努

め
ら
れ
た
い
。

令
和
６
年
度
一
般
会
計
歳
入
歳
出
決
算
な
ど
４
件
の
決
算
は
、
９
月
19
日

に
設
置
し
た
決
算
特
別
委
員
会
（
全
議
員
33
人
で
構
成
、
委
員
長
・
田
中
匠

身
議
員
、
副
委
員
長
・
岡
田
美
保
議
員
）
に
付
託
し
、
４
つ
の
分
科
会
（
総

務
、
都
市
環
境
、
文
教
、
区
民
福
祉
で
常
任
委
員
会
と
所
管
及
び
構
成
委
員

は
同
一
）
に
分
か
れ
審
査
し
ま
し
た
。

採
決
の
結
果
、
４
件
の
決
算
を
そ
れ
ぞ
れ
認
定
し
ま
し
た
。

決
算
特
別
委
員
会
の
各
分
科
会
が
指
摘
し
た
主
な
事
項
は
、
次
の
と
お
り

で
す
。

議会情報公開・個人情報保護実施状況
情報公開関係（令和７年７月１日～10月31日）
　請求件数	 0件
　文書件数	 0件
　公開件数	 0件
　非公開件数（不存在）	 0件

個人情報保護関係（令和７年７月１日～10月31日）
　請求件数	 1件

決
算
特
別
委
員
会
審
査
概
要

◁
決
算
特
別
委
員
会
表
決
の
様
子

都
市
環
境
分
科
会

総
務
分
科
会

文
教
分
科
会

区
民
福
祉
分
科
会

生活保護基準を引上げ、医療、
介護、高齢者福祉の充実を

日本共産党
牛尾　真己 議員

超高額テラゾ材の見直しにつ
いて伺う

立憲・国民
堀切　稔仁 議員

渋谷区における教育について
伺う

久世　恵美 議員

用
語
解
説
　
※
デ
マ
ン
ド
交
通
＝

利
用
者
の
予
約
に
応
じ
て
相
乗
り

で
運
行
す
る
交
通
方
式
。

」
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▼
住
民
自
主
管
理
施
設
、
防
災
職

員
住
宅
、
防
災
備
蓄
倉
庫
を
視
察

し
ま
し
た
。
防
災
備
蓄
倉
庫
で
は
、

災
害
時
に
備
蓄
品
を
確
実
に
供
給

で
き
る
よ
う
、
十
分
な
運
搬
手
段

の
確
保
を
求
め
ま
し
た
。

▼
（
仮
称
）
都
営
幡
ケ
谷
原
町
ア

パ
ー
ト
及
び
渋
谷
区
施
設
の
整
備

事
業
に
つ
い
て
報
告
を
受
け
ま
し

た
。
整
備
に
当
た
っ
て
は
、
都
と

連
携
の
上
、
地
域
住
民
の
意
見
を

幅
広
く
聴
取
す
る
よ
う
要
望
し
ま

し
た
。

▼
財
産
の
取
扱
い
に
つ
い
て
報
告

を
受
け
ま
し
た
。
富
山
臨
海
学
園

跡
施
設
に
つ
い
て
は
、
建
物
の
再

利
用
の
可
能
性
を
検
証
し
、
実
績

の
あ
る
事
業
者
に
よ
る
利
活
用
を

進
め
る
よ
う
要
望
し
ま
し
た
。

▼
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
対
策

ン
タ
ー
等
、
区
内
所
管
施
設
10
か

所
の
視
察
を
行
い
ま
し
た
。
育
児

相
談
や
要
支
援
児
童
へ
の
よ
り
き

め
細
や
か
な
サ
ポ
ー
ト
、
体
験
学

習
の
内
容
の
拡
充
な
ど
を
要
望
し

ま
し
た
。

▼
ピ
ッ
ク
ル
ボ
ー
ル
渋
谷
カ
ッ
プ

の
開
催
に
つ
い
て
説
明
を
受
け
ま

し
た
。
選
考
方
法
等
適
正
な
運
用

と
、
競
技
の
普
及
が
な
さ
れ
る
よ

う
要
望
し
ま
し
た
。

▼
私
立
保
育
園
・
認
定
こ
ど
も
園

連
合
会
と
の
懇
談
会
を
開
催
し
ま

し
た
。
家
賃
や
物
価
高
騰
へ
の
対

策
、
要
支
援
児
へ
の
フ
ォ
ロ
ー
な

ど
の
課
題
を
共
有
し
、
意
見
交
換

を
行
い
ま
し
た
。

▼
学
校
建
て
替
え
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ

改
定
委
員
会
に
つ
い
て
報
告
を
受

け
ま
し
た
。
保
護
者
や
地
域
へ
の

説
明
な
ど
丁
寧
に
進
め
て
い
く
こ

と
を
要
望
し
ま
し
た
。

▼
区
内
８
か
所
の
区
民
施
設
及
び

福
祉
施
設
を
視
察
し
ま
し
た
。
運

営
状
況
等
に
つ
い
て
説
明
を
受
け
、

質
疑
を
行
い
ま
し
た
。

▼
令
和
７
年
度
国
勢
調
査
の
実
施

に
つ
い
て
報
告
を
受
け
ま
し
た
。

収
集
し
た
情
報
の
適
正
か
つ
慎
重

な
取
扱
い
等
、
区
民
が
安
心
し
て

調
査
に
参
加
で
き
る
体
制
で
取
り

組
む
よ
う
要
望
し
ま
し
た
。

▼
渋
谷
区
障
害
者
団
体
連
合
会
と

の
懇
談
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
各

団
体
か
ら
重
点
項
目
７
点
に
対
す

る
説
明
が
あ
り
、
質
疑
と
意
見
交

換
を
行
い
ま
し
た
。

▼
児
童
発
達
支
援
事
業
所
等
利
用

支
援
事
業
に
係
る
第
１
子
無
償
化

に
つ
い
て
報
告
を
受
け
ま
し
た
。

新
規
の
申
請
は
、
利
用
者
の
負
担

に
な
ら
な
い
よ
う
要
望
し
ま
し
た
。

▼
特
別
区
区
民
葬
儀
に
つ
い
て
報

告
を
受
け
ま
し
た
。
今
後
の
進
捗

の
適
時
報
告
と
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の

充
実
を
要
望
し
ま
し
た
。

け
替
え
工
事
中
も
清
掃
車
等
の
出

入
り
へ
の
影
響
は
な
い
こ
と
も
確

認
し
ま
し
た
。

▼
交
通
安
全
上
課
題
が
指
摘
さ
れ

た
区
内
５
か
所
の
道
路
の
状
況
を

把
握
す
る
た
め
、
当
該
箇
所
を
視

察
し
ま
し
た
。
こ
の
視
察
を
踏
ま

え
、
11
月
に
予
定
さ
れ
て
い
る
三

警
察
署
・
交
通
安
全
協
会
等
と
の

懇
談
会
に
お
い
て
、
当
該
箇
所
へ

の
意
見
・
改
善
策
等
を
伝
え
、
歩

行
者
や
自
転
車
が
安
全
か
つ
安
心

し
て
通
行
で
き
る
よ
う
要
望
し
て

い
く
予
定
で
す
。

▼
Ｇ
Ｏ
株
式
会
社
と
懇
談
会
を
開

催
し
ま
し
た
。
９
月
１
日
か
ら
当

区
で
開
始
し
た
デ※

マ
ン
ド
交
通
実

証
実
験
の
概
要
・
今
後
の
展
望
等

に
つ
い
て
意
見
交
換
を
行
い
ま
し

た
。
ま
た
、
現
在
、
社
会
実
験
中

の
自
動
運
転
の
意
義
や
取
組
等
に

つ
い
て
説
明
を
受
け
ま
し
た
。
交

通
事
故
の
防
止
や
高
齢
者
や
障
が

い
者
の
移
動
支
援
、
ド
ラ
イ
バ
ー

不
足
へ
の
対
応
な
ど
、
様
々
な
社

会
課
題
の
解
決
に
つ
な
が
る
こ
と

を
確
認
し
ま
し
た
。

▼
東
京
ウ
ィ
メ
ン
ズ
プ
ラ
ザ
を
視

察
し
ま
し
た
。
東
京
都
直
営
の
男

女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー
と
し
て
の

取
組
や
配
偶
者
暴
力
相
談
支
援
セ

ン
タ
ー
と
し
て
の
事
業
説
明
を
受

け
、
管
内
の
各
施
設
も

見
学
し
ま
し
た
。
多
言

語
に
よ
る
Ｄ
Ｖ
相
談
や

男
性
向
け
の
家
事
・
育

児
推
進
セ
ミ
ナ
ー
等
多

様
な
支
援
策
に
つ
い
て

の
周
知
方
法
や
事
業
実

績
等
に
つ
い
て
聴
取
し
、

今
後
の
課
題
と
展
望
に

つ
い
て
質
疑
応
答
を
行

い
ま
し
た
。

▼
東
京
都
中
央
卸
売
市
場
食
肉
市

場
を
視
察
し
、
職
業
や
業
務
内
容

に
対
す
る
差
別
意
識
の
実
態
や
、

差
別
解
消
に
向
け
た
取
組
等
に
つ

い
て
説
明
を
受
け
ま
し
た
。
市
場

内
に
は
「
お
肉
の
情
報
館
」
が
設

置
さ
れ
て
お
り
、
偏
見
の
な
い
社

会
づ
く
り
に
向
け
、
情
報
館
見
学

に
よ
る
理
解
促
進
と
広
報
活
動
を

通
じ
た
啓
発
活
動
が
重
要
で
あ
る

こ
と
を
確
認
し
ま
し
た
。

▼
９
月
５
日
、
学
校
教
育
と
連
携

し
た
英
語
学
習
ア
プ
リ
の
取
組
に

つ
い
て
、
Ｅ
Ｌ
Ｓ
Ａ　
Ｊ
ａ
ｐ
ａ

ｎ
合
同
会
社
と
懇
談
会
を
行
い
ま

し
た
。
学
習
指
導
要
領
に
沿
っ
て

作
成
さ
れ
た
ア
プ
リ
の
説
明
を
受

け
、
実
際
に
ア
プ
リ
を
活
用
し
た

英
語
学
習
を
体
験
し
ま
し
た
。
懇

談
の
中
で
、
英
語
学
習
に
対
す
る

生
徒
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
向
上
や

教
員
へ
の
支
援
の
ほ
か
、
情
報
セ

キ
ュ
リ
テ
ィ
の
確
保
な
ど
に
つ
い

て
意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

▼
10
月
７
日
、
東
京
タ
ワ
ー
の
未

利
用
地
を
活
用
し
た
ピ
ッ
ク
ル
ボ

ー
ル
コ
ー
ト
を
視
察
し
ま
し
た
。

渋
谷
区
と
包
括
連
携
協
定
を
締
結

し
た
株
式
会
社
テ
ィ
ッ
プ
ネ
ス
な

ど
３
社
が
運
営
し
て
い
ま
す
。
運

用
を
調
査
す
る
と
共
に
姉
妹
都
市

ホ
ノ
ル
ル
市
で
人
気
の
ピ
ッ
ク
ル

ボ
ー
ル
を
実
際
に
体
験
し
、
民
間

の
ノ
ウ
ハ
ウ
に
よ
っ
て
普
及
さ
せ

る
方
法
を
研
究
し
ま
し
た
。

行
動
計
画
の
見
直
し
に
つ
い
て
報

告
を
受
け
ま
し
た
。
関
係
部
署
と

協
議
を
行
い
、
実
効
性
の
あ
る
計

画
と
す
る
よ
う
求
め
ま
し
た
。

▼
地
域
交
流
ス
ペ
ー
ス
、
九
号
通

り
公
園
な
ど
６
か
所
の
区
内
所
管

施
設
の
視
察
を
行
い
ま
し
た
。
視

察
後
の
質
疑
の
中
で
、
区
民
が
使

い
や
す
い
施
設
と
な
る
こ
と
や
子

ど
も
の
安
全
に
配
慮
し
た
公
園
に

す
る
こ
と
な
ど
を
要
望
し
ま
し
た
。

▼
デ※

マ
ン
ド
交
通
の
実
証
実
験
に

つ
い
て
、
運
行
エ
リ
ア
・
運
行
時

間
・
予
約
方
法
・
乗
降
ス
ポ
ッ
ト

の
場
所
・
補
助
等
の
説
明
を
受
け

ま
し
た
。
利
用
可
能
エ
リ
ア
の
周

知
や
子
ど
も
料
金
の
設
定
、
電
話

に
よ
る
予
約
の
導
入
な
ど
、
区
民

に
と
っ
て
利
用
し
や
す
い
も
の
と

な
る
よ
う
要
望
し
ま
し
た
。

▼
四
反
道
跨
線
人
道
橋
架
替
え
事

業
に
伴
う
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
設
置
工

事
の
説
明
を
受
け
ま
し
た
。
区
が

設
置
予
定
の
明
治
通
り
側
と
事
業

者
が
設
置
予
定
の
代
官
山
側
で
共

用
開
始
設
置
時
期
が
異
な
る
こ
と

か
ら
、
案
内
を
表
示
す
る
等
周
知

に
努
め
る
よ
う
要
望
し
ま
し
た
。

用
語
解
説
　
※
デ
マ
ン
ド
交
通
＝

利
用
者
の
予
約
に
応
じ
て
相
乗
り

で
運
行
す
る
交
通
方
式
。

 

▼
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
、
原
宿
外

苑
中
学
校
、
広
尾
子
育
て
支
援
セ

常
任
委
員
会

特
別
委
員
会

▼
９
月
17
日
、
第
３
回
渋
谷
区
議

会
定
例
会
が
招
集
さ
れ
ま
し
た
。

当
委
員
会
で
は
、
事
前
に
区
長
の

出
席
を
求
め
、
提
出
予
定
議
案
と

し
て
、
渋
谷
区
地
区
計
画
等
の
区

域
内
に
お
け
る
建
築
物
の
制
限
に

関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例
な
ど
条
例
５
件
、
令
和
７
年

度
一
般
会
計
補
正
予
算
２
件
、
令

和
６
年
度
一
般
会
計
及
び
各
特
別

会
計
の
決
算
認
定
４
件
、
松
濤
中

学
校
建
設
機
械
設
備
工
事
請
負
契

約
な
ど
契
約
５
件
、
財
産
の
処
分

１
件
、
副
区
長
の
選
任
の
同
意
１

件
、
一
般
財
団
法
人
渋
谷
区
観
光

協
会
の
経
営
状
況
の
報
告
な
ど
報

告
９
件
を
提
出
す
る
と
の
説
明
が

あ
り
ま
し
た
。

▼
当
委
員
会
で
は
、
定
例
会
の
会

期
及
び
日
程
に
つ
い
て
協
議
し
、

会
期
を
10
月
16
日
ま
で
の
30
日
間

と
し
、
決
算
に
つ
い
て
は
、
決
算

特
別
委
員
会
を
設
置
し
て
審
査
す

る
こ
と
を
決
定
し
ま
し
た
。

▼
民
間
の
児
童
養
護
施
設
「
若
草

寮
」
を
視
察
し
ま
し
た
。
入
所
し

て
い
る
児
童
の
状
況
や
、
今
年
度

か
ら
区
の
委
託
を
受
け
て
実
施
し

て
い
る
児
童
育
成
支
援
拠
点
事
業

に
つ
い
て
説
明
を
受
け
ま
し
た
。

児
童
養
護
施
設
で
は
、
18
歳
以
降

も
継
続
し
て
自
立
に
向
け
た
支
援

を
行
っ
て
い
ま
す
。
「
子
育
て
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
い
ろ
は
」
で
は
、
地

域
の
子
ど
も
た
ち
の
居
場
所
支
援

や
フ
ー
ド
パ
ン
ト
リ
ー
等
を
実
施

し
て
お
り
、
地
域
支
援
団
体
と
の

連
携
の
重
要
性
を
認
識
し
ま
し
た
。

▼
渋
谷
清
掃
工
場
を
視
察
し
ま
し

た
。
北
側
用
地
の
未
取
得
地
に
つ

い
て
は
、
一
括
し
て
取
得
す
る
方

針
か
ら
各
地
権
者
と
の
個
別
契
約

に
よ
る
取
得
へ
と
見
直
さ
れ
、
今

年
度
か
ら
用
地
取
得
が
進
め
ら
れ

て
い
ま
す
。
ま
た
、
猿
楽
橋
の
架

委
員
会
の
活
動
状
況

委
員
会
の
活
動
状
況

令
和
7
年
６
月
18
日
～
令
和
7
年
10
月
16
日

△私立保育園・認定こども園連合会との懇談会

△渋谷区笹塚一丁目防災職員住宅視察

総
務
委
員
会

総
務
委
員
会

都
市
環
境
委
員
会

都
市
環
境
委
員
会

文
教
委
員
会

文
教
委
員
会

区
民
福
祉
委
員
会

区
民
福
祉
委
員
会

交
通
・
公
有
地
問
題

交
通
・
公
有
地
問
題

特
別
委
員
会

特
別
委
員
会

多
様
性
社
会
推
進

多
様
性
社
会
推
進

特
別
委
員
会

特
別
委
員
会

官
民
連
携
事
業
調
査

官
民
連
携
事
業
調
査

特
別
委
員
会

特
別
委
員
会

自
治
権
確
立

自
治
権
確
立

特
別
委
員
会

特
別
委
員
会

議
会
運
営
委
員
会

▷
東
京
タ
ワ
ー
の
ピ
ッ
ク
ル
ボ
ー
ル
コ
ー
ト
視
察

令和７年（2025年）11月16日　No. 314 し ぶ や 区 議 会 だ よ り 6委員会の活動状況



構成人数が３人以上の会派決算に対する各会派の意見決算に対する各会派の意見

しぶや区議会だよりは各戸配布のほか、区施設や区内の駅などにもあり、どなたでもご自由にお取りいただけます。

渋谷区議会自由民主党・無所属議員団賛成
区政の諸課題に対応した予算執行と
将来を見据えた健全で持続可能な行財政運営を評価
令和６年は元旦に発生した能登半島地震を始め、多くの自然災害が続き

ました。本区ではこうした状況を踏まえ、災害時への備えとして災害時相互
応援協定を新たに５都市と結びました。
経済面では、日経平均株価は高値を更新するものの決して景気がいい状

況ではなく、国や都の補助金も活用し全７回総額143億8,000万円余の補正
予算を編成し、物価高騰対策給付金事業など時機を捉えた様々な施策を遂
行しました。中長期的な将来への備えとしては、65億円を財政調整基金に、
37億円を都市整備基金に積み立て、健全な区民福祉向上のため、公共施設
の長寿命化や整備計画、持続可能な財政運営に堅実に対応しています。
我が会派が提案した事業としては、年間を通じ夜間の渋谷駅周辺エリア

での路上飲みを全面禁止とする迷惑路上飲酒禁止の条例化や「渋谷区公共の
場所における客引き行為等の防止に関する条例」が施行され、区民の安全安
心な生活を力強く推進しました。また小中学校の給食費の全額補助や、保護
者の就労の有無に関わらず未就学児を保育所などで定期的に預かる「ちょこ
っと通園」事業を開始しました。
渋谷区議会　自由民主党・無所属議員団は、最大会派として責任ある区

政運営を実現し、将来を見据えた諸課題に全力で取り組むことをお誓いし、
令和６年度決算の認定に賛成致します。

シブヤを笑顔にする会賛成
物価高騰に対応し、未来の学びと
地域福祉を充実させる区政運営を評価
令和６年度は、子育て支援・未来の学びの推進、物価高騰対策、福祉・

健康支援、安全安心のまちづくりなど、誰もが安心して暮らせるまちづくり
を着実に進めました。
子育てでは、ちょこっと通園制度を開始し、就労の有無に関わらず定期

的な預かりが可能となりました。教育では、給食費を全額補助し充実した給
食を提供、探究「シブヤ未来科」を全校で拡充、青山キャンパス開校に向け
て工事を進めました。物価高騰対策では、介護事業者を支援、中小企業向
けの無利子特別融資あっせんやハチペイのポイント還元施策を実施しまし
た。障がい児者支援では、24時間365日対応の緊急時相談支援体制を整備
し、重症心身障がい児者施設「りばぁさいど原宿」を開設しました。健康分
野では、心のケアを要する方へのアウトリーチ、がん患者支援、子宮頸がん
検診の受診勧奨を強化しました。まちづくりでは、千駄ヶ谷コミュニティセ
ンターを開設。迷惑路上飲酒禁止の通年化に伴い、青色防犯灯付パトロール
車や徒歩の巡回を強化し、安全安心の確保に取り組みました。また、ホノル
ル市やリマ市ミラフローレス区との都市協定を締結し、地域課題の共有と国
際都市としての発展を推進しました。
シブヤを笑顔にする会は、引き続き一人ひとりの笑顔のために政策の実

現に努めてまいります。

日本共産党渋谷区議会議員団反対
物価高騰の独自支援に乏しく、国保、介護保険料など
の値上げと敬老祝い金削減、奨学金廃止の決算に反対
2024年度決算は、物価高騰から、区民のいのち、くらしと営業を守るこ

とが求められました。
ところが区の物価高騰対策はハチペイだけで、困っている区民や中小業

者に届く支援はありません。さらに国保料、介護保険料、後期高齢者医療保
険料のトリプル値上げ、敬老祝い金の対象者を63％削減、奨学資金貸付制
度の廃止など、福祉、教育を切り捨てました。
その一方で渋谷駅再開発に４億８千万円、スタートアップ企業招致に２

億３千万円など、財界・大企業奉仕の事業に多額の税金を投入しました。ま
た、玉川上水旧水路緑道再整備に９億４千万円を投入して工事に着手、神南
小など教育環境を悪化させる学校再整備や統廃合計画を住民の声を聞かずト
ップダウンで進めました。また、遠くて不便な河津保養所には１億４千万円
余を投入し、さらに拡張する計画をすすめるなど無駄遣いを拡大しました。
日本共産党区議団は、1,625億円の基金も活用して、低所得者への給付金

や中小業者への助成、紙の商品券発行、若者や子育て世帯への家賃補助、零
細業者への賃上げ助成など、区独自の物価高騰対策や少人数学級、給付制奨
学金の実現、保育や介護の充実など、税金の使い方を、いのち、くらし、福
祉、教育最優先に転換するために全力をあげました。

立憲・国民渋谷議員団反対
物価高騰下の区民支援を後回しにした事業運営を指摘
奨学金の再創設などを求め、決算認定に反対
物価高に対する区民生活への支援策が求められる中、費用対効果の見え

ない区民理解を欠いた事業が進められており、認定に反対しました。主な理
由を示します。
区は奨学金制度を廃止した上「給付型の奨学金に使ってほしい」と寄付

された２億円を一般財源化しました。寄付者の意思を尊重し若者のために
奨学金を再創設すべきです。THE TOKYO TOILETのトイレ清掃費は10
か所で2,678万円。一般公衆トイレ56か所の2,280万円より高く不均衡です。
透明トイレの修繕や調査にも過大な費用が生じており、改修を含めた維持管
理の適正化が必要です。グローバル拠点都市推進事業費では３億円超の支出
がありながら成果指標が「実証実験件数」のみで、海外スタートアップ誘致
の効果や区民生活への還元は不明確です。国や民間で実施済みの事業に区税
を投じており合理的でありません。環境衛生指導における民泊制度運営では
苦情337件、現地調査1,492件と増加。苦情窓口と指導体制の強化、制度の
再検討を強く求めます。玉川上水旧水路緑道再整備には９億円超が支出され
ました。植栽の選定・強剪定、中低木の伐採、テラゾ舗装のひび割れ、住民
説明会の少なさなど多くの問題が指摘されています。約３千万円が投じられ
た広告の内容は一方的で、費用対効果も不透明です。事業を一度中断し、区
民参加の設計と事業の透明化を徹底するよう指摘しました。

渋谷区議会公明党賛成
物価高騰の中、区民サービスのさらなる向上と
教育・福祉・健康の取組が前進
令和６年度も本区は、物価高騰対策、区民の安全安心を守る防犯・防災

対策、子育て教育・福祉サービスを低下させることなくさらなる向上に努め
てきました。　
公明党は現場の声を区政につなぎ、区民福祉、行政サービスを停滞させ

ないため重要課題への取組を推進してきました。
物価高騰対策では、経済負担軽減策としてわが会派が提案したデジタル

地域通貨ハチペイを活用した「プレミアムデジタル商品券」が６年度も販
売。引き続き物価高騰対策の拡充に努めて参ります。未来の学校プロジェク
トでは、令和７年度秋に開設した仮設校舎となる青山キャンパスの建設工事
をはじめ、探究「シブヤ未来科」を区立小中学校全校で開始され主体的・協
働的な学びの環境が整備。「重層的支援体制整備事業」では、保健医療分野
で、こころのケアが必要な人が地域で生活していくための新たな取組である
「こころのサポーター養成研修」や訪問事業等が開始され支援が充実しまし
た。また区民の声が実り、女性の健康相談事業の拡充、がん患者のアピアラ
ンス（外見）ケアとしてウイッグ等購入費助成、男性へのＨＰＶワクチン接
種費用全額助成の開始を高く評価します。今後も区民の健康増進に努めて参
ります。渋谷区議会公明党は今後も一層の区民福祉向上に全力で取組むこと
をお誓いし、決算に賛成いたします。

議会改革の会賛成
教育・健康政策や治安・ハチペイ等を評価
玉川上水旧水路緑道や神南小の整備は要改善
無所属２名・参政党１名の議員が政策面での違いを乗り越え「渋谷区議

会の改革を進める」目的で一致して2024年９月に結成した会派です。政策
面では個々の意見を尊重しておりますので決算についてそれぞれで意見表明
をいたします。
会派全体としては令和６年度決算の認定には賛成いたしました。
(鈴木）私が重視する子育て教育・健康政策で大きな成果が上がりました。

学校給食は無償化が実現、充実が図られています。探究シブヤ未来科は全国
的に注目される成果が出始めています。男性ＨＰＶワクチン助成など健康政
策は全国トップクラス。他方で区政の信頼回復、住民要望の吸い上げと反映
に課題が残ります。
(須田）防犯対策、ハチペイの活用、ＤＸ推進など、一部分野は評価でき

るものの、未だ事務事業評価は実施されていません。玉川上水旧水路緑道再
整備工事は支出が過大、神南小学校建て替えに係る再開発は住民の利益を毀
損する可能性が高く、今後も区の執行部に改善を強く求めて参ります。
(矢野)条例改正による通年の飲酒禁止、路上喫煙指導員の増員など、治安

維持にしっかりと予算を投じた点は高く評価します。また老朽化した区有施
設の建て替えや基礎インフラ整備も着実に進みました。一方で、緑道再整備
など理解に苦しむ事業もあり、今後も注視して参ります。

7 決算に対する各会派の意見 令和７年（2025年）11月16日　No. 314し ぶ や 区 議 会 だ よ り



　今回は、第３回定
例会の内容を中心
にお知らせしました。

　今後も親しみやすい紙面づくり
に努めてまいります。
■区議会事務局調査係 
ＴＥＬ 03–3463–1096
ＦＡＸ 03–5458–4939
メールアドレス
sec-kugikai-3@shibuya.tokyo

しぶや区議会だよりは
各戸配布を行っています

発行日を３日過ぎても届かない場合など、区議会だよりの配布に関するお問合せは、
区ニュース各戸配布コールセンターへ　☎︎  0120-900-916　 （月）〜（土）　9：00〜18：00  ※祝・休日、1 月 1 〜 3 日を除く 

渋谷区議会自由民主党・無所属議員団（７人）
ＴＥＬ03-3463-1034

◎斎　藤　竜　一 　星　野　　　愛
〇岡　　　美千瑠 　一　柳　直　宏
　松　本　　　翔 　丸　山　高　司
　岡　田　美　保　　　

立憲・国民渋谷議員団（６人） ＴＥＬ03-3463-1042

◎治　田　　　学 　佐々木　由　樹
〇増　田　洋　紀 　小　田　浩　美
　桑水流　弓紀子　　　　堀　切　稔　仁

シブヤを笑顔にする会（6人） ＴＥＬ03-3463-1046

◎神　薗　麻智子 　橋　本　侑　樹
〇田　中　匠　身 　伊　藤　毅　志
　薬　丸　義　人 　岡　田　麻　理

渋谷区議会公明党（５人） ＴＥＬ03-3463-1036

◎近　藤　順　子 　吉　崎　いずみ
〇沢　島　英　隆 　久　永　　　薫
〇栗　谷　順　彦　　　

日本共産党渋谷区議会議員団（３人） ＴＥＬ03-3463-1038

◎田　中　正　也 〇牛　尾　真　己
〇五十嵐　千代子 　

議会改革の会（３人） ＴＥＬ03-3463-1060

◎鈴　木　建　邦 〇矢　野　桂　太
〇須　田　　　賢

無所属（議席番号順）
　矢ヶ崎　清　花 ＴＥＬ03-3463-1068
　太　田　真　也　　　 ＴＥＬ03-3463-4482
　久　世　恵　美　　　 ＴＥＬ03-3463-1076
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渋谷区副区長の選任の同意について 杉浦　小枝（すぎうら　さえ）氏 ○ 退 ○ ○ ○ ○	
退 ○ ○ ○ 同意

職員の勤務時間、休日、休暇等に関する条例の一部を改正する条例 育児休業、介護休業等育児又は家族介護を行う労働者の福祉に関する法
律の改正に伴う仕事と育児の両立支援制度等に係る規定の整備 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

職員の育児休業等に関する条例の一部を改正する条例 地方公務員の育児休業等に関する法律の改正に伴う部分休業制度の拡充 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決
渋谷区障害者福祉施設条例の一部を改正する条例の一部を改正する条例 神宮前六丁目障がい者施設の名称変更 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

渋谷区地区計画等の区域内における建築物の制限に関する条例の
一部を改正する条例

１ 東京都市計画地区計画本町一丁目・幡ヶ谷二丁目地区地区計画の都市
　 計画の決定に伴う適用区域及び建築物制限等の追加	
２ 東京都市計画地区計画本町二・四・五・六丁目地区防災街区整備地区
　 計画の都市計画の変更に伴う建築物制限等の追加

○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ 可決

幼稚園教育職員の勤務時間、休日、休暇等に関する条例の一部を
改正する条例

育児休業、介護休業等育児又は家族介護を行う労働者の福祉に関する法
律の改正に伴う仕事と育児の両立支援制度等に係る規定の整備 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

令和７年度渋谷区一般会計補正予算（第２号） 補正金額	 380,000千円 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

令和７年度渋谷区一般会計補正予算（第３号）
補正金額	 7,431,036千円	
繰越明許費の補正	
債務負担行為の補正

○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ 可決

松濤中学校建設機械設備工事請負契約
契約金額	 1,767,700,000円	
契約の相手方　協和・富宇加建設共同企業体	
工期　契約の日から令和11年３月15日まで

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ 可決

玉川上水旧水路緑道再整備工事（その５）請負契約
契約金額	 968,000,000円	
契約の相手方　株式会社テラヤマ　東京支店	
工期　契約の日から令和９年３月26日まで

○ × ○ ○ × ×	
退 ○ × × 可決

玉川上水旧水路緑道再整備工事（その６）請負契約
契約金額	 428,450,000円	
契約の相手方　株式会社稲治造園工務所　東京支社	
工期　契約の日から令和９年３月19日まで

○ × ○ ○ × ×	
退 ○ × × 可決

物品購入契約
避難所用ワンタッチ簡易ベッド11,000台	
契約金額	 79,860,000円	
契約の相手方　船山株式会社　東京本店	
納　期　契約の日から令和８年３月31日まで

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

渋谷駅街区土地区画整理事業施行区域における渋谷駅東口駅前広
場高質空間形成施設等の工事に係る協定の締結について

負担予定金額	 1,710,000,000円	
相手方　渋谷駅街区土地区画整理事業共同施行者	
　　　　代表者　東急株式会社	
期　間　協定締結の日から令和13年３月31日まで

○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ 可決

財産の処分について

売却予定建物	
　所在　東京都渋谷区代官山町１０番地６０	
　名称　代官山アドレス	
　部屋番号 1109号室	
　面積　65.35平方メートル

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

令和６年度渋谷区一般会計歳入歳出決算
歳入決算額	 141,608,311,695円	
歳出決算額	 126,364,173,801円	
歳入歳出差引残額	 15,244,137,894円

○ × ○ ○ × ○ ○ ○ ○ 認定

令和６年度渋谷区国民健康保険事業会計歳入歳出決算
歳入決算額	 24,909,504,400円	
歳出決算額	 24,309,504,400円	
歳入歳出差引残額	 600,000,000円

○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ 認定

令和６年度渋谷区介護保険事業会計歳入歳出決算
歳入決算額	 16,951,263,033円	
歳出決算額	 16,195,877,409円	
歳入歳出差引残額	 755,385,624円

○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ 認定

令和６年度渋谷区後期高齢者医療事業会計歳入歳出決算
歳入決算額	 6,676,119,133円	
歳出決算額	 6,585,239,565円	
歳入歳出差引残額	 90,879,568円

○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ 認定

富ヶ谷１丁目の工事に伴う行政指導の強化等を求める請願 × ○ × × ○ ○ × ○ ○ 不採択
玉川上水旧水路緑道再整備の工事一時中断と再検討を求める請願 × ○ × × ○ ○ × ○ ○ 不採択
最高裁判決に従い生活保護制度の充実を求める意見書を国会・政府に提出することを求める請願 × ○ × × ○ ○ × ○ × 不採択

区独自の介護保険料減免と利用料負担助成の拡充を求める請願 × ○ × × ○ ○	
退 × ○ ― 不採択

固定資産税及び都市計画税の軽減措置の継続を求める意見書 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 決定
リチウムイオン電池の適正処理の推進についての意見書 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 決定

▽健全化判断比率
　実質赤字比率、連結実質赤字比率、実質公債費
比率、将来負担比率及び早期健全化基準

▽渋谷区土地開発公社の経営状況
　執行状況は、用地取得1,242,537,065円、用地
処分　売却なし

▽株式会社渋谷サービス公社の経営状況
　営業実績は、指定管理事業、地域交流センタ
ー運営管理業務、総合ケアコミュニティせせ
らぎ運営管理業務、美竹の丘・しぶや運営管
理業務、自主事業等の全44事業で、売上は
2,411,991,997円

▽専決処分
・文書返還請求訴訟の提起に係る専決処分
　(指定管理者であった被告が、指定管理期間満了
前に指定管理施設から持ち出した、当該施設の
指定管理業務に係る情報が記載された文書の返
還を求める訴えの提起)

・猿楽橋擁壁等更新工事請負契約の一部変更
（契約金額の増額）に伴う専決処分（金額　
30,685,900円の増額）

▽一般財団法人渋谷区観光協会の経営状況
　事業活動は、情報提供事業、観光案内事業、観
光インフラ整備事業、観光資源開発・整備事業、
会員事業等

▽公益財団法人渋谷区文化・芸術振興財団の経営
状況

　松濤美術館事業実績は、展覧事業6回、講演会
3回、ギャラリートーク14回、建築ツアー34回、
音楽会1回、美術教室5コース、その他事業9回
等で、延べ利用者数95,388人

　白根記念渋谷区郷土博物館・文学館事業実績
は、展観事業5回、講演会1回、講座17回、歴
史・文学めぐり2回、散策1回で、延べ利用者数
11,773 人

▽一般財団法人渋谷区スポーツ協会の経営状況
　事業活動は、スポーツ大会等各種スポーツ振興
事業の実施及び援助、スポーツ振興のための計
画・調査及び啓発、スポーツ指導者の育成・登
録及び派遣等

▽株式会社渋谷都市整備公社の経営状況
　渋谷区役所前駐車場の営業実績は、時間駐
車利用台数が延べ258,116台で、営業利益は
4,738,814円

政府は、令和７年９月の月例経済報告において、「景気は、米国の
通商政策による影響が自動車産業を中心にみられるものの、緩やかに
回復している」との判断を示した一方、「米国の通商政策の影響によ
る景気の下振れリスクには留意が必要である。加えて、物価上昇の継
続が消費者マインドの下振れ等を通じて個人消費に及ぼす影響なども、
我が国の景気を下押しするリスクとなっている。また、金融資本市場
の変動等の影響に引き続き注意する必要がある」とも指摘している。
こうした状況の中で、現在東京都が実施している固定資産税・都市

計画税の減免措置等は、物価高騰や円安などにより厳しい経営環境に
ある中小零細企業者にとって、事業の継続や経営の健全化に大きな力
となっている。これらの減免措置等を廃止した場合、区民とりわけ中
小零細企業者の経営や生活は更に厳しいものとなり、地域社会の活性
化、ひいては、日本経済の回復に大きな影響を及ぼすことになりかね
ない。
よって渋谷区議会は、東京都に対し、中小零細企業者等の経営基盤

の強化支援を図るため、以下の措置を令和８年度以降も継続すること
を強く求めるものである。
１ 小規模住宅用地に対する都市計画税の軽減措置
２ 小規模非住宅用地に対する固定資産税・都市計画税の減免措置
３ 商業地等における固定資産税及び都市計画税について負担水準の
上限を65％に引き下げる減額措置

以上、地方自治法第99条の規定により意見書を提出する。　
令和７年10月16日

渋谷区議会議長名
東京都知事あて

第３回定例会／報告
固定資産税及び都市計画税の軽減措置の

継続を求める意見書

結 果
○ 賛成
× 反対
退 退席
― 棄権

 会派等一覧　令和７年 11 月１日現在（◎幹事長／〇副幹事長）
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